









































































































































































































 2004年スマトラ沖地震・津波後のバンダアチェ・ウレレー海岸（2005年 2月 12日）。
被災状況を素早くデータベース化して発信することで救援・復興活動を支援する（「地
域研災害データベース」より）
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Comparative Area Studies: Frictions between Methods 









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Mapping Practices of Theravadins of Mainland Southeast Asia in Time and Space: Temple/Hermitage, 
Social Mobility and Network
2008 ～ 2010 年度基盤研究（A）課題番号 20251003 代表者：林行夫
瞑想修行する僧侶を洞窟に訪ねる。
科研の成果であるデータ集成とDVD
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地域研における科研活動紹介
「森林の包括的利用システムの地域間比較研究」







































































日　時：第一日　10 月 22 日（土）13:30 ～ 17:30　　※ 18:00 ～　懇親会有





















（任用期間：2011年 8月 1日～ 11月 30日）
I am Bakhtiyar Babadjanov, professor at the Institute for 
Oriental Studies (Tashkent, Uzbekistan, 1990). My main research 
interest is to study the history and Law of Islam in Central Asia 
(from 18th Cent. to the present). Recently, in cooperation with Dr. 
Chika Obiya I’m working on a collection of “Turkestanskiy Sbornik”, 
including major publications on the Russian colonization. We tried to identify the main narratives in the 








































































































































2007 年 9 月 3日、ウィーン大学東アジア研
究 所 で 開 催 され た「Japanese ‒ Austrian 




































































































































































































　今年度の年次集会は 11 月 5 日（土）、6 日（日）の
両日、大阪大学で開催されます。JCAS 賞の授賞式も
行われる予定です。
　その他、JCAS の活動についての詳細は JCAS ホー
ムページをご覧ください。また、JCAS のメールマガ
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地域研の動き
最後の一枚
　死後 49 日のバルド（中有）を経た再生を信じるチベットでは、
死者の痕跡は希薄なものになるが、不慮の死を遂げた者に対し
ては遺族の発願で大規模な追善儀礼を行うことがある。僧院の
堂内を埋めつくすほどの供物が、屋外に設置された護摩壇の中
にくべられる。ある僧侶は冗談交じりに「これはとにかく金が
かかるから昔は少なかった」という。近年進行する経済発展と、
宗教の活性化が連動していることが垣間見える場面である。
（ 2009年8月撮影。ボン教の死者儀礼「クンリ」の供物―東チベット（中国四川省）
の僧院にて　文・写真……小西賢吾・日本学術振興会特別研究員）
西芳実准教授着任
　4月 1 日、西准教授が情報資源研究
部門の教員として地域研に着任しまし
た。西准教授は東南アジア地域を対象
に、多言語・多宗教地域の紛争・災害
対応過程に関する研究に取り組んでき
ました。災害対応をはじめ、地域の諸
問題の解決に取り組む地域研の活動を
支えます。（14 ページに関連記事）
科研A新規課題が始動
　本年度より地域研山本准教授が代表を務める科研A課
題が始動しました。研究テーマは「災害対応の地域研究
の創出 -「防災スマトラ・モデル」の構築とその実践的
活用」。地域研の「災害対応の地域研究」プロジェクト
や共同利用・共同研究と合わせ、人間社会の最重要課題
である「災害対応」の分野において大きな成果を挙げる
ものと期待されています。
京都大学品川セミナーで貴志教授が講演
　6月 3日、京都大学品川オフィ
スにて地域研貴志教授が「禁じ
られた戦時報道写真―朝日新聞
富士倉庫資料の不許可写真」と
題する講演を行いました。当日
は学内外より 52 名の聴講者を迎
え、その講演内容は読売新聞お
よび同社が運営するウェブサイ
トにも詳しく掲載されました。
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